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交 通 部 会 の お 知 ら せ （第263回 ）

日 時 平 成30年7月24日 （火 ） 午 後1時 半 ～3時 半

場 所 圏 議 院 議 員 会 館 地 下1階B101会 議 室

千 代 田 区 永 田 町2－1－1

◇ 国 会 議 事 堂 前 駅 （丸 の 内 線 ・南 北 線 ） ① 番 出 口 よ り下 車5分 、

永 田 町 駅 （有 楽 町 線 ・半 蔵 門 線 ）① 番 出 口 よ り下 車2分 。当 日 、

午 後1時 よ り、 議 員 会 館 玄 関 に て 、 通 行 証 を 差 し上 げ ま す 。 そ

の 時 刻 前 に 到 着 され た 方 は 、 恐 縮 で す が 、 受 付 脇 の ロ ビー に て

お 待 ち 下 さい 。 会 議 開 始 後 に お 越 しの 方 は 、 受 付 に 「B101

会 議 室 に行 き た い 」 旨 お 伝 え 下 され ば 、 お 迎 え に 参 りま す 。

議 題1、 最 近 の 交 通 情 勢 につ いて

挨 拶 松 本 治 男 交通 部会 長 （元 近 畿 管 区警 察 局 長 ）

2、 チ ャイ ル ドシー トの 使 用 状 況 等 につ いて

3、 自動 運 転 に関 す る警 察 庁 の取 組 につ い て

4、 交通 事 故 統 計 （6月 中及 び7月25日 ま で）

解 説 警 察 庁 交 通企 画課 落 合 大 地 課 長補 佐 （警 視 ）

報 告 去 る6A26日 開 催 の 第262回 交 通 部 会 は 、 松 本 治 男 部

会 長 が 議 長 を 務 め 行 わ れ ま した 。

ま ず 、 松 本 部 会 長 よ り、 「最 近 の 交 通 情 勢 に つ い て 想 う」 と

題 し て 開 会 挨 拶 が あ りま した 。 仕 事 で 火 災 保 険 に 携 わ る こ とが

あ る が 、 火 災 も 交 通 事 故 と 同 じ よ うな 問 題 を孕 ん で い る こ とが

わ か る 。 火 災 が 原 因 で 年 間 約1450人 が 死 亡 し て い る が 、 そ

の7割 以 上 は65歳 以 上 の 高 齢 者 で あ る 。 原 因 は 寝 た ば こ 、 コ

ン ロ か らの 失 火 、 放 火 （疑 い も 含 む ） が 多 い 。 コ ン ロ の 事 故 は

電 磁 調 理 器 の普 及 が 進 め ば 防 止 で き 、 こ れ は 交 通 事 故 で い え ば

自動 ブ レー キ な ど の 普 及 で 死 者 数 が 減 らせ る 。 寝 た ば こ は 啓 発

に よ っ て 止 め させ る こ とが 最 大 の 対 策 で あ り、 これ は 交 通 事 故 で い え ば飲 酒

運 転 根 絶 を啓 発 す る こ とに 似 て い る。

次 に 、 警 察 庁 交 通 局 交 通 企 画 課 落 合 大 地 課 長 補 佐 （警 視 ） よ り、 「改 正 道

路 交 通 法 の 施 行 後1年 の 状 況 」 に っ い て 解 説 が あ りま し た 。75歳 以 上 の

認 知 機 能 検 査 を 強 化 し た 改 正 道 路 交 通 法 の 施 行 後1年 間 で 、 全 国 で210

万 人 が 受 検 し、 う ち5万7千 人 が 認 知 症 の お そ れ と判 定 され た 。 こ れ を 受

け て2552人 が 自主 返 納 し 、942人 が 免 許 失 効 。 そ の 後 、 臨 時 適 性 検

査 を 受 け た 約4万1千 人 の うち 、 約1万3千 人 が 自主 返 納 、 約3千5百 人

が 免 許 失 効 した 。 約1万3千 人 は 免 許 を継 続 して い る 。 高 齢 者 講 習 は 約1

20万 人 が 受 講 。認 知 症 の 恐 れ の あ る者 に は 個 別 指 導 も行 っ て い る。ま た 、

直 近 と比 較 し て 認 知 機 能 が 低 下 して い る と認 め られ る 者 に 対 す る 臨 時 高 齢

者 講 習 は 約1万 人 が 受 講 した 。 ま た 、 同 じ く道 交 法 改 正 時 に 創 設 され た 準

中 型 免 許 の 取 得 者 は 約1万6千5百 人 と な っ た 。

次 に 、「自転 車 活 用 推 進 計 画1に つ い て 解 説 が あ り ま し た 。 昨 年5月 に 施

行 され た 自転 車 活 用 推 進 法 に 基 づ き 、 計 画 が 立 て られ て い る 。 自転 車 関 連

の 事 故 は 、10年 前 の 約 半 数 ま で 減 少 して い る 。 死 者 数 も36％ 減 少 して

い る が 、 主 要 先 進 国 の 中 で は い ま だ に 高 い 割 合 に 入 る 。 警 察 庁 と して は 、

歩 行 者 や 自動 車 と切 り離 して 自転 車 専 用 通 行 空 間 の整 備 を 推 進 。 自転 車 通

行 帯 を 妨 害 す る違 法 駐 車 の 取 り締 ま りも行 っ て い る 。 同 時 に 、 違 反 行 為 に

対 す る 指 導 警 告 も行 っ て お り、 昨 年 は155万 件 の 指 導 警 告 を行 っ た 。

次 に 、 「交 通 事 故 統 計 （5月 末 ）」 に つ い て 、 解 説 が あ りま した 。5月 、

そ して6月 の 部 会 前 日現 在 ま で い ず れ も 減 少 傾 向 で 推 移 し て お り、 上 半 期

に お い て は 昨 年 の 数 字二を 下 回 る 見 込 み が 高 い 。

こ の 後 、 委 員 一 同 に て 盛 ん な 意 見 交 換 が あ り、 以 下 の よ うな 意 見 が 出 さ

れ た 。 ◎認 知 機 能 検 査 や 高 齢 者 講 ：習 の 予 約 が と りづ ら く 、 数 か 月 待 た され

る ケ ー ス も あ る とい う。 地 方 に 行 く ほ ど教 習 所 の 経 営 難 な ど に よ り、 深 刻

な 問 題 に な っ て い る 。 ◎ 自転 車 運 転 者 講 習 を よ り一 層 推 進 させ た い 。

★ 資料代 会員500円

次 回 、7， 月24目 （火 ） の 交 通 部 会 （参 ） に

出 一 欠 （いず れか に○印）

事 務 局 宛FAxO3－3507－8587

御芳名

貴方様 のFAX電 話

テロ対 策 へ の警 備 か らの要請 上 、会 員 に限 ります 。

非会員 で参 加 希 望 者 は、2日 前 までに履 歴 書 をご提 出 下 さい。

（そ の 際 の会 費 は 二 千 円 とな ります 。）


